




































































































　譜例 1: C. L. ハノン《60 の練習曲によるヴィルトゥオーゾ・ピアニスト》より





























が多い。内声で起こりがちなミスとして、右手で弾くⅤ7 の根音、C-Dur でいえば G の音（譜例































のは、過去に本校での試験課題曲として取り上げられた C. ツェルニーの《40 の練習曲》作品
299 より、第 5 番の一部分である。
　譜例 2: C. ツェルニー《40 の練習曲》作品 299　第 5 番より
　譜例 2 中、25 小節の後半から、右手ではスケールが始まり、左手は 2 拍で 1 つの和音という
単位でゼクエンツがしばらく続く箇所である。左手は、技術的には決して難しい箇所ではない。




















































































































IMSLP, s. v “Part 1,” in “The Virtuoso Pianist （Hanon, Charles-Luis）,”
（New York: G. Schirmer, No. 925, n.d. （1900）. Plate 15538）,
http://conquest.imslp.info/files/imglnks/usimg/2/2a/IMSLP00874-Hanpart1.pdf
譜例 2
IMSLP, s. v “Book 1,” in “The School of Velocity, Op. 299 （Czerny, Carl）,”
（Leipzig: Edition Peters, n.d. （1888）. Plate 6963-66）,
http://bit.ly/2O8SZ0j
譜例 3
IMSLP, s. v “Complete Score,” in “Album für die Jugend, Op. 68 （Schumann, Robert）,”
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